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第 47回日本周産期・新生児医学会学術集会（札幌）ミニシンポジウム 2011.07.12.



【背景】

多施設共同型介入研究の実施・運営には、

① 対象施設から、どのくらい参加希望があるか？

② 研究の内容が、対象施設のニーズに合っているか？

③ 参加必要要件は、対象施設にとって、妥当なものか？

といった情報を集める必要がある。

そして、これらの情報に基づいて、研究内容を適宜調整し、

研究参加の障壁を最小化することが必要不可欠である。
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【目的】

「周産期医療の質と安全の向上のための研究」の計画段階
で、研究の適切な実施に必要な情報について、探索的に
収集する。

【調査対象】

全国総合周産期センターNICU（平成23年3月現在，83
施設登録）の代表者 82名（東京女子医科大学を除く）

【方法】

・メールでの質問票調査（多肢選択式）
・電話での半構造化インタビュー
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【調査の流れ】
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＜多肢選択式＞

研究の認知、参加希望、参加要件、

研究費使途希望（必要性）メール調査

電話調査

＜オープンクエスチョン＞

・研究参加の障壁

・診療の質向上のための問題意識

・施設や地域の個別的事情の聞き取り
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【結果】

メール回答数 50／82（60.1%）

電話回答数 46／82（56.1%）

１．参加希望

希望あり 33/50

（66.6%）
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施設数

6.0%

22.0%

44.0%

22.0%
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１：初耳 ２： あまりよく知らない ３：知っている ４：よく知っている
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【結果】

２．研究の認知
知っている 33/50

（83.7%）

３．スタッフ参加
（産科・看護師）

難しい 17/47
（36.2%）

施設数

2.0%
10.2%

49.0%
34.7%

※ 3月の時点では、産婦人科医の
参加も、要件に含まれていた

0

5

10

15

20

25

8.5%

27.7%

42.6%

10.6%



0
5

10
15
20
25

7

厚生労働科学研究費補助金（地域医療基盤開発推進研究事業）

周産期医療の質と安全の向上のための研究

【結果】

４．倫理審査
可能 40/47

（85.1%）

5．データ入力支援
必要 28/45

（62.2%）

施設数

2.1%
6.4%

36.2%
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【結果】

6．心理士派遣
不必要 24/46

（52.2%）

7．消耗品等購入
必要 27/45

（60.0%）

施設数

15.2%

37.0%

17.4%

26.1%施設数

4.4%

33.3%
40.0%

20.0%
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メール調査【結果】まとめ

１．回答率 約6割
２．参加希望（回答者） ２／３
３．研究知っている ８割強

＜参加要件＞
４．産科医や看護師の参加、難しい １／３強
５．倫理審査はあまり問題なし（８５％）

＜研究費使途＞
６．データ入力支援必要 ６割強
７．心理士派遣の必要、ばらついた（不必要、５割強）
８．消耗品購入必要 ６割強
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【結果】＜本研究プロジェクトに期待すること＞

・主治医の方針に差あり、参加することで、標準化を期待

・NRNデータ活用した改善の手がかりが欲しい

・NRNデータのフィードバックに期待

・診療のチェックを希望

・客観的に診療を見直すチャンス

・自施設の診療に、外からの目が入ることが魅力的

・他の施設の管理を知ることを希望

・自己流から抜け出す、よい機会

・人的交流にお金を使いたい

・人材育成、図りたい

・データ入力支援に期待

改善の手がかり

施設内治療方針
の調整・標準化

診療のチェック
希望

交流に期待
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【結果】＜自施設の診療のレベルアップ上の課題＞

・マンパワー不足、当直を組むのも苦労している
・人、地域ネットワークに課題
・Dr新生児科2名。 スキルアップに必要な時間の確保困難
・院内の連携（小児循環器、外科など）に課題
・NRNデータ活用しているも、改善に手がかりなし
・看護師の早期離職
・心理士不在。フォローアップ課題
・呼吸管理が弱点？
・感染対策に課題
・CLD・ROPに課題
・産科管理が予後に大きく影響（FGR多い）

マンパワー不足
（Dr・Ns・心理士）

連携
院内他科との協働
地域ネットワーク

物理的スペース
機器、etc

診療上の弱点分野
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【結果】＜本研究参加への課題・支障＞
・効果が期待できない机上の空論
・研究が漠然としている印象
・研究の意義、不明確。効果が出るのか、疑わしい
・人の確保が課題。
・常勤3名。出張無理
・中堅の研究関与は難しい
・リーダーと部長の人間関係による
・部長が2年後定年
・人事がカギ
・新しい取組みが勤務状況を厳しくしない配慮が必要
・時間外活動が出てくるので、motivation高める必要あり
・データ登録心配（既存電子カルテとNRNデータ連動の調整）

研究内容への疑問

人手不足・人事の都合スタッフの意欲
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【最後に】

1.メール・電話調査を通じて、参加施設代表者の声に
耳を傾け、意見を伺った。

2.本研究プロジェクトの実施に当り、内容に関する伝
達が不十分であると感じた。

3.研究プロジェクトに対する期待と同時に、スタッフ
への負荷を危惧する代表者が多かった。

よりよい臨床研究の実施に向けて、プロジェクトの枠
組みの中で、各施設の実情に合わせた支援の提供を
行っていきたい。
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本調査にご協力いただきました

総合周産期センターNICU責任者の

先生方に深謝致します
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